


自主研修組織の「まなＶＩＶＡ！！」は、令和５年４月に発足しました。発起人は教員経験１０年目、９年目の二人です。二人は、研修だより「まな
ＶＩＶＡ！！」第１号でどんな学びをしたいか、リサーチを始めました。



アンケート回答をもとに、研修スケジュールが出来ました。「まなＶＩＶＡ！！」は、延期はあっても中止はありません。また、参加者が少なくても、
より親密に話せる機会として実施されます。そうした学びは本校全職員に共有されます。



「まなＶＩＶＡ！！」には４つの効果があります。一つは自己の強みの発見です。講師は参加者の学ぶ姿に自信を得ます。二つめは強みの伸長です。
時には連続で講師を務め、自信と知識・理解をさらに深めていきます。三つ目は人の実践に学ぶ意識の向上です。年齢や経験年数を問わず、ベテランと
若手が実践のやりとりを通して互いに刺激し合います。こうして、四つ目、職員それぞれの学ぶ気持ちは向上していきました。



最後に職員からの感想です。「まなＶＩＶＡ！！」から、実践や知識を学ぶだけでなく、自己研鑽の姿勢や同僚と繋がり、学び合う良さをも学んでい
ます。そんな教師の姿を見て子どもも学んでいくはずです。二人が企画・運営する自主研修ですが、職員全員が学び手や講師として参加し、作り上げて
きたものでもあります。今後も、学校の強みとして大切に継承していきます。





児童の実態からこの２つの視点で特別支援教育に取り組みました。また、特別支援学級が８学級あり、それぞれの担任の経験の差が、指導の差に
ならないように、月２回以上の担任研修を行い、共通実践してきました。



個々の児童に即した指導として「忘れ物ゼロ大作戦」という取組を行いました。児童の実態として、持ち物管理や荷物準備の難しさがあります。そこ
で、「持ち帰るものを自分で判断し､一人で荷物の準備をすることができる」姿を目指しました。振り返りカードとチェックリストを用いましたが、児
童の意欲付けにもつながり、家庭でもできるようになったという声も聞かれました。



集団での実践として「みんなで協力してニコニコをあふれさせよう」という取組を行いました。
児童の実態として、相手の気持ちを思いやる言動が難しく、不用意な言動によるトラブルが多く起こっていました。相手のことを考えた言動ができ
るように、ボールキャッチゲームというゲームを通して、役割分担をし、協力し合うもので、取り組む際に、「ニコニコ作戦会議」を開いて、言動
の改善を目指しました。



取組の結果、自分自身を見つめる力の高まりが見られました。また、児童個々の課題解決に向けては、他者との関わりが大切であることも明ら
かになりました。その関わりをつくっていく過程で、さらなる効果的な取組につなげていきます。





高森町では、充実したICT機器を活用した特別支援教育の取り組みを実施しています。画像は、肢体不自由の生徒のミシン活動や文字の学習の取
り組みの様子です。指先の不器用さや集中力の難しさ等がある中でも、ICT機器を活用することで活動の可能性が広がります。部会は、障がいや特
性から活動を限定するのではなく「この活動をするためにICTをどう活用していくか」と前向きな話し合いができる場でもあります。



続いて、教職員間の情報共有にICTを活用している様子を紹介します。各学校の教師用サーバーに生徒の情報を集め全職員が閲覧できるようにし
ています。その内容は、各種情報交換会を通してアップデートし、その内容を確認して会議に参加することで最新の情報でのやり取りができるよう
になりました。



自立活動の目標設定シート作成は、子どもの障がいをより理解しその子どもが社会に出てよりよく生きるために何が必要かを明確にするものです。
本格的なシートは作成自体に時間がかかり、経験年数の少ない職員には困難に感じることがありました。そこで、令和４年度から誰でも手軽に取り組
める簡易的なシートを町独自で作成し活用しています。



保護者から教育相談を受けたときに、担当者によって食い違いが生じないように、共有できるリーフレットが必要だということで作成した「た
かもりの虹」です。
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本研究会は、長年にわたり先輩教師から引き継がれ、人吉球磨の理科教育の振興に寄与して参りました。そこで、活動を３点に絞り、
ご紹介します。



１点目は、理科授業研究会です。小・中合同で研究授業、授業研究会を年２回実施しています。学習構想案の検討や教材研究等、研究部を中心
に授業者のサポートを行っており、授業力の向上、若手・中堅教師の人材育成、小・中学校間の連携が図られています。
２点目は、理科実技研修会です。経験年数が浅い授業者の困り感や不安感の解消、質の高い教材づくりなど、参加者のニーズに応じた研修内容
で実施し、単元構成の検討や教材作成等、各学校での実践化につながっています。



３点目は、芦北水俣地区との合同研修会です。芦北管内の教職員との交流を図り、互いの地域の自然観察、実践発表や講話等は、会員
の新たな学びとともに、会員同士の交流、その後の授業づくりに生かしています。この活動は毎年交互に実施しており、昭和４１年度か
ら続く他に例のない取組です。



本研究会は昭和から平成、令和と連綿と引き継がれてきた研究組織です。
今後も、本研究会の活動が、授業力の向上、人材育成、交流、自然科学への理解の深まりなどを通して、人吉球磨の理科教育の振興

に寄与できるよう取り組んで参ります。





倉岳町では、幼保小中高及び地域の代表が「たっしゃか倉岳っ子連絡会」で町内の行事等の調整の上、年間町内行事予定を作成して
います。加えて幼稚園から高校までの「１８年間の子どもの見取り教育」を計画し、倉岳校も「地域の学校」として教育実践に取り組
んでいます。



毎年、天草市社会福祉協議会から「ボランティア活動推進校」としての認可を受け、学校全体でボランティア活動に取り組んでいま
す。「笑顔くらんたけ交流会」や「倉岳町ふるさとまつり」などで生徒がボランティアとして運営を補助したり、出演したりして、町
内行事の活性化に貢献しています。



学校の文化祭では生徒会が主体となって企画・運営を行い、令和５年度は地元の音楽団体や小中学校の合唱クラブを招くなど、様々
な組織・団体と積極的な交流に取り組みました。



幼保小中高合同での町内清掃活動は、今年で９年目を迎えています。「実質的な企画・運営を倉岳校が担当しており、参加者は幼保小
中高の児童生徒・職員及び地域のボランティアなども含め総勢約１５０名に及び、例年メディア等にも取り上げられています。
ほかにも、各校防災担当者が主体となり、津波等の大災害時における連携を強化した保中高合同の防災避難訓練を実施しており、「地

域に開かれた学校づくり」を推進しています。


